
今年で東日本大震災から11年が経ちました。
この直近2年間はコロナ禍により、現地へ赴く活動からオンラインイベントへと変更し、
支援を継続してきました。
今年は活動が10年を超えたことを契機に久しぶりに現地に赴き、今後の復興支援の在
り方について、参加者の皆さんとともに考えて行きたいと思っています。
また今まではサテライト店舗がある石巻を中心に活動してきましたが、今回から震災後
の独自の街づくりで注目されている女川の地も訪ねます。

申込QRコード

対象：三越伊勢丹グループに勤務する直接雇用
従業員、OBOG共済会員

募集人数：各回10名（最小催行人数5名）※先着順

参加費：首都圏 15,000円 ※支払はｴﾑｱｲｶｰﾄﾞ
※お申込みは右記のFormsよりお願いします。
※他のエリアは各地域の組合事務所にご確認ください。
※参加費には、東京⇔仙台間往復交通費、宿泊代、現地バ
ス代、現地施設入館料などが含まれます。

【問い合わせ先】
三越伊勢丹グループ労働組合 本部社会貢献活動担当

内線：801-23-911 外線：03-5273-5165 ※日曜日はお休みです

【スケジュール】
※諸事情により内容が変更する可能性もございます。
※赤い場所が今回のプランから新たに加えられた場所です。
※今回は感染症の影響から公営住宅の清掃作業は行いません。

＜東北復興支援企画＞

【女川町のまちづくりデザイン
について】

https://www.town.onagawa.miyagi.jp/hukko
u/pdf/20140106_machi_design.pdf

＜今回のポイント＞
・震災遺構見学⇒大川小（語り部あり）・門脇小
・防災講座受講
・女川訪問（NPOとの交流） ・南浜祈念公園他見学

女川町では震災後の復興に向けて海や地
形を最大限に活かし、安心して暮らせる
まちづくりをおこないました。今回は地
元の企業の方々と交流し、復興とまちづ
くりについて学ぶ機会を設けました

※大川小学校は10年を期に震災遺構となりま
した。今回は同様の被害を受けたが児童が無
事であった門脇小学校にも赴き、どんな違い
があったのかを学びます。

石巻～女川被災地の未来について考える
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